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1研 究主題および全体構想

1研 究主題 「個 に応 じた学 校 図書館活 動の在 り方」

2研 究主題設定の理 由

本 を読む ことによ り、子 どもは広い 世界を知 り、自分 自身の考 えを確 かめた り高めた りする

体験 をもっ ことができる。 さらにその体験 を通 し、豊かな感性や情操 、考 える習慣 、思いや り

の心な どを身に付 けることができる。 また 、読書は、子 どもが変化の激 しい社会に主体的に対

応 してい くために、 自ら課題 を見いだ し、 自ら考 えた り、表現 した りして解決す るこ とができ

る よ う、子 どもの資質や能力 をは ぐくむ ものである。

「東京都子 ども読書活動推進計画」では、読書活動推進 のた めの学校 の役割 として 「子 ども

が読書 に親 しむ態度を育成 し、読書習慣 を形成す るとともに、学校図書館 を計画的に利用 し、

子 どもの主体的、意欲的な学習活動や読書活 動を充実す ることが大切」であるとし、学校 にお

ける読書活動の推進を挙げている。そのために学佼図書館は、子 どもの多様 な興味や 関心 にこ

たえ るとともに知的な刺激 を与えるきっか けとなるよ うな魅力的 な本 を整備 して 「読書セ ンタ

ー」 と しての機能 を充実す る活動 と
、調べ学習等 を支 えてい く 「学習情報 センター」 としての

機能 を充 実する活動が必要である と述べてい る。

一方読 書活動の現状は
、都 内2261校 を対象に した 「児童生徒 の読書の状況及び学校 にお ける

読書活動 に関す る調査」(平 成15年6月 教育庁指導 部調 査)に よると、1ヶ 月間全 く本 を読

まない児童 ・生徒の割合が小学校3年 生5.2%、6年 生12.8%、 中学校1年 生28.9%、 高校1年 生54.

7%と 学年 が進むほ ど割合 が増えているが 、逆に本 を読んでい る高校生 は1ヶ 月に3冊 以上読んで

いる と示 されている。読む児童 ・生徒 と読まない児童 ・生徒 との間に大 きな格差がみ られ る。

このよ うな現状 を踏まえ、児童 ・生徒の読書の推進には、読書にかかわ る個人差 に着 目 し、

児童 ・生徒個々に応 じた読書活動の工夫 を図 り、 自発的に読書する態度や、本の情報 を活 用 し

てい く力を育成 し、読書によ り豊かな生 きる力を形成す る必要 か ら上記の研 究主題 を設定 した。

3目 指す児童 ・生徒像

児童 ・生徒の読書活動の現状 を踏まえ、本 の情報を適切 に選択 ・活用す る態度(A)と 自発

的 に読書 をする態度(B)と の2っ の観点 に分 けて研究を行 う。研 究にあた っては、下記 のよ

うな児童 ・生徒像 を 目指す。

(A)

・興味 をもった事柄 について追究 に値す る課題 を設定 し、公共図書館や学校 図書館 を利用 して

適切 な資料を選び、主体的 に活用で きる児童 ・生徒

・資料 を活用 して調べた事柄 に考察 を加え、適切な方法で表現で きる児童 ・生徒

(B)

・読書が習慣化 し、自発的に読 書をす る児童 ・生徒

・自ら読書 に取 り組み、読書に親 しみ 、読書の幅 を広 げる児童 ・生徒
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4研 究仮説

(本の情報を適切 に選択 ・活用す る態度 について)

・調べ学習の入 門期に個の到達段階に応 じた指導 を行 うことで、主題設 定能力、資料の選択 と

活用の能力、学習の成果 の表現能力を身 につけさせれば、主体的 に情 報を活用す る姿勢 をも

って調べ学習 を行 う児童 ・生徒 を育成す ることができる。

図書資料をは じめとす る学校図書館 の環境 を整備 し、学校 内での教職員 の理解 を深め、公

共図書館等 との連携を進 めることで、学校教育の多様 な面で 「学習情報セ ンター」 としての

学校図書館の活用が可能 とな り、児童 ・生徒の情報活用能力を高 めることができる。

(自発的 に読書 をす る態度 につ いて)

・ 本 に出会 うた めに個 に応 じたきっかけをつ くり、時間を確保 し、さらに読書で得た ことを

交流す る機会 をもっ ことで、意欲的、主体的な読書の姿勢を育てることができ る。

具 体的には、ブ ック トー ク(き っか け作 り)、 日常の読書 を支え る活動(環 境 作 り)、 読書

意欲を高める活動 、 この3点 をかかわ らせ るこ とで 「意欲的 な一人読みのサイ クル」(こ こ

での 「一人読み」とは、児童 ・生徒が主体的 ・自主的に本 を手に とり読 むこととす る)が でき、

それ を重ねてい くことによって、読書 の習慣化につなが ると考え られ る。

5研 究内容の基本的な考 え方 と研究の方法

(1)調 べ学習 における情報活用指導 と学校 図書館 の整備(A分 科会)

児童 ・生徒 に図書館 を利用 して調べ学習 を させ る揚合、課題 の設定能力、資料の活用能力 、

資料 をま とめて表現す る能力 な どを育 てることが求め られている、 しか し、これ らの能力 をバ

ランスよく育成 できていない状況がある と、調べ学習その ものが滞 る場合 が少な くない。その

原因の一つ としては、適切 な時期 に図書館の情報活用の指導 についてな されていない ことが考

えられ る。また、児童 ・生徒 の利用 に適 した学校 図書館の整備が行われていないことも原因 と

考え られる。そ こで、調べ学習の入 門期 における情報活用指 導の方法 と、児童 ・生徒が利用 し

やすい図書館 の在 り方を具体的 に研 究す る。その際、個 々の児童 ・生徒 の情報活用に関す る到

達度 に応 じて 、適切に指導 した り、援助 を行 うための方策 につ いても研 究を行い、読書指導や

授業によ り指導の工夫の検証 を行 う。

(2)読 書の習慣化にっ なが る活動の工夫(B分 科会)

読書活動を推進する指導 を考える上で、まず課題 となるのは、個人差の問題である。読書は、

個人の活動であ り、進 んで本を読む児童 ・生徒 と読まない児童・生徒 の差 は学年が進むにつれ て

広がる傾向がある。進んで本 を手に とる児童・生徒 は、読書への興味 ・関心が広が ってい くが、

一方で
、読まない児童 ・生徒は読書活動の広が りを育て るきっかけが不足す ることが予想 され

る。そこで、個々の児童 ・生徒 が 「一人読み」を始める時期や きっか けを調査等によ りつかみ 、

それ を踏 まえて個 々の児童 ・生徒 の読書活動の状況に応 じた指導が必要 であ る,そ のため意識

調査 を行い、調査結果 を基 に読 書意欲を高めるきっかけ作 りや読書意欲 を計画的に高めて読 書

の習慣 化に結び付 け、 「一人読み」 に発展できる読書活動の構成 と実践 を研 究 し、その工夫 を

読書指導や授業によ り検証す る。
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6研 究構想図
r、 ♂ 、

東京都子ども読書活動推進計画 学習指導要領 に示 され た内容
㌧.ノ ㌧ ノ

r、 〆 、

児童 ・生徒 の読 書状 況 これからの学校図書館に求められること
O不 読者率は小～ 中～高等学校 と、学年 があ o「 読 書 セ ン タ ー 」 と し て

が る ほ ど 高 く な り、増 加 の 傾 向 が 見 ら れ る 。 ・読書時間 を確保するための企画 ・運営

小 学 生9.3%中 学 生31.9%高 校 生58.7% ・児童 ・生 徒が読書 を通 して 自分 の考 えを深

(前 年 度 小 学 生8.9%中 学 生32.8% め た り 、 自 己 を 内 省 す る こ と が で き る よ う

高 校 生56.0%)

o

な個に応 じた指導

小中学生で は読者層の1ヵ 月 間の平均読書 . o「 学 習 ・惜 報 セ ン タ ー 」 と し て

冊数 がやや増加 しっっ ある。 ・各教科 、特別 活動、総合的な学習の時 問に

小 学 生8.0冊 中学 生2.8冊 高 校 生L3冊 おける学校図書館の利 用の推進

(前年度 小学生75冊 中学生25冊 ・調 べ 学 習(課 題 学 習)に お け る
、 個 々 の 興

高校 生L5冊) 味 ・関心や習熟の程度に応 じた指導

O以 上2点 か ら、読書の2極 分化 が進 む傾向 o利 用 しやす い図書館 として

が 見 ら れ る1、 ・司書教諭 ・学校 司書な どの指導体制の向上

・公共 図書館 との連携や地域のボ ランテ ィア

第48、49回 読 書調 査(全 国 学 校 図書 館 協議 会 ・ の活用等 による開かれた学校図書館

毎 日新 聞 社)に よる
㌧ ノ ㌧ ノ

目指 す児童 ・生徒像

・興味 を もった事柄 にっ い て適 切な課題 を設定 し、公 共 図書館 や 学校 図書館 を利用 し
て適切 な資料 を選 び 、主体的 に活 用 で きる児童 ・生徒

・資料 を活用 して調べ た事 柄 に考 察 を加 え、適 切 な方 法で表 現 で きる児童 ・生徒
・読 書 が習慣化 し、 自発 的 に読書 をす る児童 ・生徒
・自 ら読書 に取 り組 み、読 書 に親 しみ 、読書 の幅 を広 げ る児 童 ・生徒

研究主題

個 に応 じた学校 図書館活動 の在 り方

仮 説

・個 の成長 段階 に応 じた指導 を行 うことで、 主体的 に情報 を活 用す る姿勢 を もって調
べ 学習 を行 う児 童 ・生徒 を育 成す るこ とがで きる。
・本 に 出会 うた めに個 に応 じた き っか けを作 り、時 間 を確 保 し、 さらに読書 で得た こ

とを交流す る機 会 を もっ こ とで 、意 欲的 、主体的 な読 書 の姿勢 を育 て るこ とが でき る。

研究内容

調べ学習における情報活用指導と

学校図書館の整備(A分 科会)
1.児 童 ・生徒の情 報活用 能力の到達段 階に

応 じた 「図書館を活用 した調べ学習」 の指

導方法の開発研究
2.各 学校の実態に応 じて作成 した 「学校 図

書館利 用計画」に基づいた 「図書館 を活用

した調べ学習」で利用で きる教材 の開発

3.児 童 ・生徒が主体的に資料 を活用 できる

学校図書館 の環境整備 にっいての研 究

読書の習慣化につながる活動の工夫

(B分 科 会)

1.「 読 書習慣 に関す る意識調 査」に基づ い

た児童 ・生徒の読書傾 向 ・実態の分析

2,自 発的 な読 書への きっか けを作 る活動の

工夫

3.日 常の読書を支える活動の工夫

4.読 書意欲 を高める活動の工夫
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∬ 研究内容

1A分 科会 調べ学習における情報活用指導と学校図書館の整備

(1)分 科会テーマ設定 の理 由

本分科会は児童 ・生徒の図書館を活用 しての情報活用能 力を育成する ことと、このことを

支 えていく 「学習情報セ ンター」 としての学校 図書館の充実に視点をおいて研究を行 った。

本分科会は情報活用能力 を育成す るための 「調べ学習」を次のよ うに定義 した。

①児童 ・生徒個々が課題設定をす るところか ら始 まる学習である。

②課題 に応 じて資料 を選択 ・活用 し、児童 ・生徒個々が調べ る学習である。

③児童 ・生徒が調べた ことを再構成 し、考察を加 えて他者 に向けて発信す る学習である。

上記の学習 においては、課 題の設 定、資料の活用、再構成 して発信す る方法 について個々

の到達段階に応 じた情報活用の指 導を行 うことが必要である。また学校図書館 が、児童 ・生

徒 にとって情報 を活用 して学習す るのに適 した環境になっていることが必要である。そ こで、

「調べ学習」における情報活用指 導の方法 と、児童 ・生徒 が主体的に資料 を活川する学習活

動 を支える図書館 の在 り方 を具体的 に研究 してい くことと し、本分科会の研究主題 を上記の

よ うに設定 した。

(2)研 究内容 と方法

平成15年 度の東京都教育研 究員学校図書館部会は、「学校図書館が 『学習情報センター』

として活用 され るためには、小学校か ら高等学校 までの見通 しをもった計画的な指導が必要

である」 と し、「学校 図書館利 用計画」 を作成 した。そ こで本分科会は各学校の実態 に応 じ

て作成 した 「学校 図書館利用計画」 に基づいて 「図書館 を活用 した調べ学習」 を指導す る際

の、児童 ・生徒の情報活用能 力の到達 目標 に応 じた指導方法の開発研究 を行 った。

段 階的に 目標 を定 め、それ に伴って、指導方法 ・内容 を次の よ うに設定 し、それぞれ 「ま

ずはここか ら」(調 べ学習 を始 めて間もない段階)と 「慣 れてきたら」(調 べ学習を経験 し、

図書館の利用 に習熟 した段階)に 分 けて学習活動 と学習支援の流れ を検討 した。

① 図書館 の利用法 を理解 させ る。(最 初に行 うが、以後 も学習支援 として続 ける。)

②課題 を設定 させ る。

③課題 に応 じて資料を選択 ・活用 し、児童 ・生徒個 々が調べ る。

④調べたことを再構成 し、考察 を加えて他者 に向けて発信す る。

さらに各段階で利 用できる教材の開発を行 った。児童 ・生徒の学習の状況に応 じて作成 し

た教材を使用 して調べ学習 を進 めることで、情報活用能力が身に付いていき、主体的に情報

を活用する姿勢を育成す る道筋 とな るよう工夫 した。 なお、学校 図書館だけでな く、公共 図

書館 をも活用できる児童 ・生徒 を育成す ることを目指 し、教材 は、 目本十進分類法の利用 を

基本 において作成 した。

また、児童 ・生徒が利 用 しやす い学校 図書館 の環境 を整 えるとともに、配架や資料の充実 、

地域の施設 との連携 な どを含 め、教科や 「総合的な学習の時間」 の指導計 画に応 じた学校 図

書館 にす るための方法を検討 した。

以上について実証授業 を行 った。
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表1調 べ学習の活動と支援の流れ まず捗己己力喝
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学習活動 支 援

1.図 書館の使い方を知る

(日本十進分類法と配架)

2.テ ー マ を さが す ・しぼ る ・決 め る

さがす

しぼる

決める

図書館オリエンテーションや図書館クイズ(ワ ーク)を 行い、

図書資料を実際に楽 しく探 しながら日本十進分類法と本の並び

を理解 させる。

自分 の 興 味 を もっ て い る こ と、調 べ た い こ と

を 書 き 出す 。

書 き出 した テ ー マ か ら発 想 を広 げ しぼ る,、

最 も調 べ た い こ とを 自分 の テ ーマ とす る,

疑問点 ・わからない ことをできるだけ出す

調べる方法を確認する
0ロ〔===;〉

3.資 料 を探 し、調 べ 、記 録 す る

ワー クシー トを使 って 書 き込 ん で い く。

まとめ方、発表の仕方を決める。

ロo[⇒

4.調 べた資料をもとにまとめ、発表する

○図書館の本の配架 を理 解す

る=

同本十進分類法を理解する,

禦鷺ドみ謬
調

習

乱

頒

学

け

自

り

▼つ

0

ム
鴨

ー
へ

課
題
の
設
定

資
・、 料

の'

選

択

と

活
用

0資 料 を 見付 け 、 知 りた い 情 報

を 選 べ る よ うにす る。
'b .

0必 要 な こ と を書 き 出 し 、 白分

の 言 葉 で ま とめ られ る よ うに

す る。

・各 教 科 学 習 か ら 「も っ と知 りた い こ と」を 見付 け る。

・読 書 へ の 興 味 を 深 め る手 だ て。(ブ ック トー ク な ど)

・体験 活 動 を通 して 興 味 を もった 事 柄 を調 べ る。
・公 共 図 書館 との連 携 を 図 り

、本 の 補 充 な ど 、テ ー マ

に 関す る 本 を揃 え る。

児童と話 し合いなが ら、具体的に調べることが可能

なテーマを広げていくよう支援する。

テ ー マ の 見 直 しもで きる こ とを助 言 す る。

調べる事柄を具体的にはっきりしたものにできる

ようにする。

・テーマに沿った適切な資料を探せるようできるだけ事前に

資料に目を通しておき、状況に応 じて助言する。
・複数の資料にあたることを知らせる,
・丸写 しにならないよう、必要な事柄をできるだけ短いこと

ばで記録させる,,
・図鑑 ・百科事典の使い方や目次の見方など確認 しながら、

資料で上手に探せ るよう助言する。
・資料の出典を記録することを知らせる。

紙 芝居 、絵 本 、 パ ン フ レ ッ ト、 新 聞 、 ポ ス ター セ ッシ ョ

ンな ど、 ま とめ て 発 表 す る い ろい ろ な 方 法 が あ る こ とを

知 り、 自分 の 発表 内容 に合 うもの を 選 べ るよ うに す る。

学 習 活 動

・図 書館 オ リエ ンテ ー シ ョン

本 の分 類 、ラベ ル 記 号 、配 架 の しくみ を 知 る。

・目次 や 索 引の 使 い 方 を知 る。

・図 書 館 クイ ズ

・自分 が 知 りた い こ とを 書 き出 し、 更 に発 想 を 広 げ

そ の 中 か ら学 習 テー マ を しぼ り、決 め る.

・体 験 や 情報 の 中 か ら興 味 を探 し出す 、

シ ー ト1

シ ー ト2一 ① ②

シ ー ト3

シ ー ト4一 ① ～ ④

シー ト5一 ① ②

(本 冊 子P.7)

・情 報 を 集 め る
。 シー ト6一① ②

調 べ た い こ とに 関 わ る資 料 を 見付 け 、必 要 な と

こ ろ を選 び 、 読み 取 る。

・記 録 を とる ,

絵 で 記 録 、 抜 き書 き、 ま と め る な ど、分 か りや

す い 方 法 で 記 録 を とる。

「まず捗己oカ1ら 」:図書館及び資料の利用法を理解させることに垂点をおいている.

「慣れtきte6」(次 ページ):資 料を活用 し、再構成す る方法の指導に重点をおいている,

どの段階でもテーマ設定には十分に時間をかけることが大切である。
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表2調 べ学習の活動 と支援 の流れ 慣れτきた」弓

学習 活動 学 習支 援
r 、

1.図 書室の利用法 を知る .L〔.3桁 の欝 それぞれに鰍 力・あ る.と を理解 させる.'

㌧

・ 十進分類法 と配架
.㌣(・ 実際の図書にあたって親 させる・,

駈 、
r -7 、

〆・は じめ に 自分 が テ ー マ にす る か ど うか にか か わ らず
、

一.一

2.テ ー マ を探 す ・決 め る 考 え られ る テ ー マ を た く さ ん 見 付 け させ る,、
・公 共 図 書 館 との 連 携 を 図 り

、 必 要 な 資 料 を そ ろ え る 。
・十 進 分 類 法 を利 用 して 、 テ ー マ ・自分が最 も興味 をもった方向に絞って決めさせ る。
を探す範囲を広げる。 ・焦 点 が は っ き り して い な か っ た り 、 深 く追 求 す る に値

・自分 が 興 味 を も っ た こ とを テー しな い テ ー マ に な りそ うな 生 徒 に は 助 言 を す る、

マ に す る, L
く 1 本を絞 る助言1

・テ ー マ に 選 ん だ 事 柄 に つ い て 自 ＼↓『
『世界の国旗』→〔ごんな色が多く使われτ`1る7〕

分が知っていることを書き出さ → 『国旗にはなぜ赤がよく使われるのか?』

せ る 。 ・知 りた い こ とは 何 か 、 ど ん な こ と な の か 時 間 を か け て
・調べ た い項 目(も っ と知 りた い 助言をしなが ら決めさせ る.1本 の中の記述を絞 る助言1
こ と、 疑 問 に 思 っ て い る こ と) r米作 りの歴史』→〔米作りが始渉っτ人々の生活信ζ
を決 め る。 う変わったのかな?〕 →r米 作 りの方法と人々の暮らし』

、 ノ ＼ ノ

貫 〆 、

'、 ・十進分類法を使 ってテーマ を決めているので最初に利

3,資 料 を 活 用 して 調 べ る 。 用する図幽 ま理解 しているが、深めていく段階で他の

資料も紹介 し、資料の幅を広げる1、
・項 目 ご とに 図 書 を 選 択 ・利 用

して 必 要 な 資 料 を 調 べ カー ド
/L一
ノ

・途 中 で 視 野 が 広 が っ た り、 興 味 が 深 ま った り して 調 べ一】
た い 項 目が 変 わ る こ と も よ しと す る。 行 き詰 ま っ て い

に記 入 して い く。
・「 一

る生徒には疑問を投げかけるな どの支援をする、、
1 ・1件1カ ー ドで 記 録 す る。 『世界のカマキ リ』:世 界のいろいろなカマキ リを調

べたが種類の羅列になっている。→〔花こ著っくりの色・
㌧ ノ

調.
形をしたカマキ1'が外国にはいますね。琶れいなだけ?

何か意味があるの?〕 → 『カマキリと周 りの環境』
!『 ▼ 、 について調べてみようかな胡本の内容の整理法の助言1

＼ ノ

1

4.資 料から記事を作成する。

・調ベ カー ドを 整 理 し、 記 事 カ ー

♂ 、

・調 べ カ ー ドの 中 の キ ー ワ ー ドを マ ー ク させ て
、

ドに自分の文章 として記事を書
いていく。

.⇒ , 董驚 覧 警 轡 己、た,する方法を指
・記事につける見出 しを考えなが

導 す る。
1 ら書 く。 り一ケシート(ニつの寳何なもこにひこつの記事を書

㌧ ノ

＼
<)を 用いτ凋偶を文章化オる練習奄させる。

ノ

塁'、 、

5.ま と め 、 発 表 す る。 ・さ ま ざ ま な 形 式 の ま と め 、 発 表 を 体 験 さ

jせ た い ・

■ 新 聞(壁 新 聞 ・印 刷 す る新 聞)・ パ ン フ
一 ・口頭発表会の場合班や学級の仲間 による

{ レッ ト ・文 集 ・口頭 発 表 会 な ど サ ポ ー トチ ー ム を 組 ん で プ レゼ ン テ ー シ
、

覧 ヨン の 方 法 を 工 夫 させ る こ と もで き る。
L ＼ ノ 、 ノ
巳

、 、 ね ら い 学 習 活 動 ワークシート
噺 ,

莉
肘理

法t

・'書 室 の 配 架 を 理 解 させ る。

一 十 分 類 法 を理 解 させ る. :旱鵬朧鷹 郷 響 蓬島。.
・シ ー ト1

・ シ ー ト2

解 の 、

覧
・十進分類 と実際の図書を照 らし合わせる。 ・シ ー ト3

し

課

設 題

定 の

覧

灘攣 聯 ・十 進 分 類 を 利 用 して 課 題 を 発 見 す る 。
・自分 が 知 っ て い る こ と と 、 こ れ か ら 知 り

た い,と を 整 理 し、調 べ る 項 口 を 決 め る.

・シ ー ト4

(P,7参 照)
・シ ー ト5

資

選 料
・調 べ カ ー ド(資 料 か ら メ モ を ・キーワード を 見 つ け メ モ を と る 練 習 を す る 。 ・ シ ー ト6

択 の 取る)の 書き方を理解 させる。 ・資 料 を 使 っ て 調 べ
、 カ ー ドに 記 入 す る 。 ・ シ ー ト7

と ・記 事 カー ド(資 料 を 再構 成 す ・調べかドから記事を作成する練習をする。 ・シ ー ト8

活

用
る)の 書 き方 を 理 解 させ る。 ・調 べ か ドか ら記 事 を 作成 す る,, ・シ ー ト9
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到 達段 階 に応 じたテ ーマ探 しの シー ト 例(p.5,6の 表 を 参 照)

ま ずteO3か 」弓 シー ト5一①
大 きなテー マか ら具体的 に調ぺた いことを見付 けるための シー ト

すなはま さかな

なみ

調べ重5いここを見つ1十よう シ_F5⑫

もっと油りたいこと殖何だろう?

晦から何が見つかる?

⑳、

○
!

!'㊥

○
　 ノ

④'

幽

○
、!

、

、

1 、一海 ・
,■ 、

㊧

○
ノ

ノ

!

ノ＼⑧
○

画
啓…ずtさeoか ら シー ト5一②
視野 を広 げ、 さらに具体 的なテー マを見付け るため のシー ト

慣れτきたら
図書資料と関連させて視野を広げ、さらに焦点を絞ったテーマを見つけるためのシー ト

(日本十進分類法の利用のしかたを十分理解した段階で使用する。)

rバリアフリー」か らみつけよ う

虞・呼の'舞噸の

あ鈴壱

iaによるξ蕊荏の

達い

身齢」こ',宙

子ピしの雪毒

蕊

3昆 尤'う・奮の人のたbの 雪健

19t:よ"ViLti?

＼
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(3)実 証授業

① 単元名 国語科 「虫のゆ りか ご」 一虫の知恵 はかせ にな ろ う一(小 学校第3学 年)

② 単元の 目標

【国語科】 ○お と しぶみ の知恵に興味をもち、語句に注意 しなが ら文章を正 しく読む。

○ 虫の知恵 について本で調べ、わかった ことをパ ンフ レッ トにまとめる。

【情報活用】 ○ 自分の調べ たい学習のテーマが もてる。

○調べたい ことについて適切 な資料 を見付 けよ うとす る。

○ 自分の言葉 でわか りやす く伝 える。

③ 評価規準

【国語科】

関 心 ・意 欲 ・態 度 ・虫の知恵 に関す る様 々な読み物 に興味 をもち、読む。

書 くこと ・虫 の 知恵 につ いて よ くわ か る よ うにパ ンフ レッ トに ま とめ る。

読む こと ・細か く観察 してい る部分に気を付 けて読む。

言語事項 ・順 序 よ く表 現 す るた めの 言葉 の使 い方 を知 る ,、

【情 報 の活 用 】・自分 の調 べ た い学 習 の テー マ を もつ。

・調 べ た い こ と につ いて適 切な 資料 を見 付 け る
。

・自分 の こ とばで わ か りやす く伝 え る。

④ 研究主題 との関連

(ア)単 元設定について

3年 生の児童が 、調べ学習を行 う楽 しさを味わ うことにつなが る単元 として、説明文 「虫

のゆ りか ご」一 第3学 年国語科(光 村図書)一 を設定 した。 「虫のゆ りか ご」は、お としぶ

みが、 さま ざまな知恵をはた らかせ ているこ とを読み手に知 らせ 、生き物の生態について

興味 ・関心をもたせ る教材であ る。読解の学習中に生 じた疑問や 、他の生 き物 に広が る興

味か ら出発 し、 「調べ学習の流れ と支援」(本 報告書5ペ ージ参照)に 沿 って、効果的な調

べ学習を進めたい と考えた。

(イ)「 学習 ・情報センター」 と してあるべき学校図書館 の整備

各区市町村や学校の学習環境に よって、整備の実態に差がでる ことは、言 うまで もない。

また本単元では、 「虫」 とい う課題 によ り、「自然科学」 の分類 に児童が集まることは必至

である。学校 図書館 のみの対応 では難 しく、公共図書館 の協力 を得て資料を充実 させ た。

常任の 司書教諭 が不在の中、公共図書館 との連携や保護者ボ ランテ ィアの協力 を受 けな

が ら、児童の意欲 的な 「調べ学習」 を支援する基本的な整備の方法や 、発達段階に応 じて

児童が理解 しやすい効果的な分類 の工夫を考えた。
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⑤ 単元の指導計画(15時 間扱い)

第1次 「虫のゆ りかご」を読む(5時 間)

第2次 「虫の知恵 はかせ になろ う」(9時 間)(5時 間 目/9時 間中)

第3次 言葉 の学習(111寺 間)

◎第2次 の展開(9時 間)

学 習 活 動 調べ学習の流 ・指 導 上の留 意点 ・支援 ☆情報の活用における支援

れ(P5参 照) ◎評価規準
皇

1 ・パ ン フ レ ッ ト作 り

rr

・パ ンフ レッ ト作 りに意欲が もて る よう、既 製 のパ ンフ レ

につ いて知 る。 ッ トを提示す る。

・「虫 の知恵 」のイ メー ジ を広 げ、 自分の調べ たい学習テ ー

マ が もて るよ う、「虫の知恵 」に関す る本のブ ック トー クを

行 う。 ◎調べ学 習に対 す る興 味 ・関心 をもつ。
噂. 鴨 騨

2 ・調 べ た い テ ー マ を 2 ・自分 の学習 テーマ を見付 け、調べ ることを具体的 にす る

3 見 付 け る 、, ために ★ ワー ク シー ト5を 用 意す る。

◎ 自分の調べ たい学習 のテー マ をも っているか 。
, 「 噂 鵯 欄

4 ・テ ー マ と調 べ る 内 2 ☆児 童へ の支援 を充実 させ るためT・T指 導 を取 り入れ る。

容 をはっき りさせ ☆公 共図=書館 との連携 を図 り、資料 を充実 させ る、

歪 ・
☆ テーマ に沿 った適切 な資料 を探せ る よ う、事前に 目を通

r 噂 曙 騨

5 ・調 べた い 目的 に合 3 してお き、状 況に応 じて助 言 す る。

本 った資料を見付け ・複数の資料にあたる方法を知らせる。必要な事柄をでき

時 る 。 るだけ短 い言葉 で★ ワ憎 クシー ト6に 記入 させ る、、

6 ・資料か ら必要な事
・資料の必要 な部分に ついて 、付箋 を利 用 させ る。

☆調べたい目的にあった箇所 を見付けられたか、机間指導
柄 を ワー ク シー トに を す る 。

ま とめ る, ◎調べたいことに対 して適切な資料を見つけられたか。

7 ・ワ ー ク シ ー トを 活

「

4 ・パ ンフ レッ トを作 るため に、★ ヴ罫 グジ態 ト16か ら必要

8 用 しなが らパ ンフ レ な事柄 を選び整理できていない児童には、必要な情報の選

ッ トを 作 る. び 方 を支援す る。

・パ ン フ レ ッ トの 前 ・調 べ た ことや 自分の 考えた ことが わか りやす くま とめ る

書 き、 目次な どを作 こ とが できるよ う、パ ン フ レッ トを読 む相 手がい るこ とを

る 。 意識 させる,◎ 読む相手 を意識 して自分のことばでわか り

やす く伝 えよ うと して い るか 。
「

9

胴

・パ ン フ レ ッ トを お

祠

4 ・他 の児 童の作品の良 さに気 づかせ 、 さ らに工夫す る と こ

互いに見合い発表す ろを考 え させ る。

る 。 ・達成 感 が深 ま るよ うパ ン フ レッ トを見せあ った り、発表

した りす る場 を設 ける。

◎他の児童の作品を見て、資料の活用法を学び、次の調べ

学習 に生 かそ うと して いるか 。
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⑥ 本 時 の活動(第2次5時 問 目)

(ア)本 時の 目標

・ 調べ たい 事柄 が の っ て い る資 料 を 見付 け る こ とがで き る。

・ 知 りたか っ た事 柄 を、 ワー ク シー トに書 くこ とがで き る。

(イ)本 時の展 開

・活 動 の内容 と、活 動 の め あ て を知 る、

虫 の知恵 は かせ にな ろ う

・調 べた い こ とが の っ てい る本 を さが そ う、

・知 りたか った こ とを 「調 べ カ ー ド」

に書 こ う。

i・1;:∴'

公 共 図 書 館 か ら 借

りた 本 。 調 べ た か

っ た こ とが 山 ほ ど

の っ て い ま す 。

分類番号486

を調べています

』!

相 談 した り、調 ぺ

た り し て い る う

ち 、調 べ た い こ と

が 変 わ る こ と も

あ ります

知 り た か っ た こ

と だ け を ま と め

て い ま す 。

・調 べ た こ とを、発 表 す る。

・パ ン フ レッ ト作 りに必 要 な 資料 を 、次時 に さ ら

に調 べ る こ とを伝 え る。

O指 導上の留意点

O活 動の内容 を確認す る。

○数 冊の本にあた らせ、見付けたペー ジ

に は個 人名 が記 入 され た付 箋 をは らせ

る。

〇十進分類(1000区 分)を 確認す る。

また、公共図書館 から借 りた本 を提供す

る。

O資 料 を読む うちに、調べ たい ことが変

わって もよいことを伝える。

◎ 数 冊の 本 に付 箋 を は るこ とがで き た

か。(調べたい事柄がのってい る本を見付

けるこ とができたか。)

○ 「調 べ カー ド」 に は、 知 りた か った こ

とだ け を書 かせ 、丸 写 しさせ ない よ うに

す る。

◎ 一枚 で も 、「調 べカ ー ド」に知 りた か っ

た こ とを書 く こ とが で き たか。
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⑦ 考察

工 夫① テー マ を決 め る に 当た っ て 、 ワー クシー ト5に 取 り組 ませ た。

成 果 一 「虫」 は 、 も と も と児 童 が 興 味 を もちや す い テー マ だ っ た が、 ワー クシ ー トに よ

り、児童 の発 想 が広 が った。

考 察 一 一 っ のテ ーマ か らい ろ い ろな 言葉 を連 想 させ 、改 め て 自分 の調べ た い事 柄 を しぼ

り込 む こ とがで き る ワー ク シー ト5は 、児 童 がテ ー マ を 意欲 的 に探 す の に 大変 効 果

的で あ る。

「

工夫②よ りよい資料に出会 うまで、数冊の本 を探 して調べ るよ う助言 した、ワークシ

ー ト1～4で 、十進分類や 目次 ・索引の利用 の仕方、配架の しくみ等 を繰 り返 し

指導 した。また、同時に数冊の本 を検討す る方法 として、各 自で本に しお り代わ

りの付箋を貼 らせ た。

成果一 ワークシー トによ り自分の求め る本をすばや く探す ことができるよ うになった。

また、数 冊の本を検討す ることによって、最適 な本を探す ことができた。

考察一求めてい る資料に短時間で出会 うためには、日常か ら学校図書館の活用方法 を熟

知 していることが必要である。 ワー クシー トを用 いてオ リエ ンテーシ ョンを行 うこ

とは、効果的である、

工 夫③ 調 べ た い こ と一 つ に付 き 一 枚 の 「調 べ カー ド」 に書 かせ た。 資 料 を探す 前 に 、

「自分 の知 りた い ことだ け を書 き ま し ょ う。」 と助 言 した,

「

,

成果一知 りたいことを資料 の中か ら探 し、短い言葉 でま とめることができた。

考察一 資料の丸写 しを さけ るために も、「調べ カー ド」の在 り方や 助言の仕方は、 と

て も大事であることがわか る。

調べ学習を始めたばか りのこの時期の児童 は、文章ばか りではなく、絵で も調

べた ことを表現す ることを望む傾向にある。「文章を書 くカー ド」・「絵でま とめ る

カー ド」等 いろい ろな様式 を提示することが必要であった。

　

:工 夫④調べカー ドは、その都度掲示 した,

成果一 友だちのカー ドから、テーマのもち

方や カー ドのま とめ方を学んだ。

考察一たえず学び あ う環壌をっ く り、児童

の主体的な学びを支援する ことは、大

事な ことであ る。 学びか ら、自分の取

り組み を見直 し、テーマ を途 中で変更

す ることがあって もよい と考 えた、
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(4)児 童 ・生徒の学習 を支 える図書館 の在 り方

学校図書館は子 どもた ちが 日に何度 も通いたくなる 「心のオアシス」 「頼 りにな る図書館 」

である必要がある。本が雑然 と並んでい るだけの書庫では、子 どもに とって、近い場所にはな

らない。そ こで、よ り効果的に読書活動 を進 めるために、児童 ・生徒の学習を支 える学校 図書

館活動の段階に応 じた整 備の在 り方を示す。

① 学校図書館活用教育のための条件整備

学校図書館活用教育をすす めるた めには 「学校図書館 は静かに本 を読む ところ」 とい う認

識 を転換 し、教育課程の展 開に関わ る学校図書館の機能 について校 内の共通理解を図 らな け

れ ばな らない。そ して教科書 とい う同一メデ ィアを利用 した一斉授業 から、異なったもの を

個 々別々に多様 なメデ ィアで学習す る授 業形態のへ導入 を司書教諭 、図書主任が リー ダー シ

ップを とり進める必要があ る。年1～2回 は 「調べ学習」 な ど、探究型の学習 を計画 し、図

書館の利用を増やす よ うに したい。そのために図書館指 導 目標や図書館経営 と学校教育 目標 、

校内研究主題 との関係 を明 らかにす る構想図を作成す るこ とは重要である。 さらに校 内組織

に校長 、副校長、教務主幹、司書教諭、学校司書 、図書主任 、図書館担 当、視聴覚 主任 、学

年 ・専科代表な どで構成す る 「学校 図書館活用委員 学 校 図 書 館 の機 能

会」を設けることは大切な条件整備 である。

また学校図書館が教科や道徳、特別活動、総合的

な学習の時間において 「学習情報セ ンター」 として

の役割を果たす ためには1校 の学校 図書館では資料

の種類冊数な ど対応す ることは困難 であ る.そ のた

め一館 ですべてのニー ズに応 えよ うとす る従来の閉

鎖的な 「一館孤立型」か らネ ッ トワークや支援 シス

テムの 「資源共有型」をめ ざす必要がある。

学

校

図

書

館

教職員のための

教材 ・情報センター

② 児童 ・生徒が利用 しやす い図書館整備 「3ス テ ップ」

雑然 と本が置 かれ どの資料が どこにあ るか分か らない とい う図書館では活 用す るこ とは

困難である。児童 ・生徒が 自分 のカ で資料にた どりつけるよ うに"書 庫"か ら"図 書館"へ

機能の拡充を行 う必要がある。 そのための整備 を段階的に進 めるた めに3Stepを 示す。

ス

テ

ツ
プ

ー

書 庫 か ら 図 書 館 へ

(1)図 書 館全 体 の レイ ア ウ トの決 定

利用者である子 どもの視点に立って考え、図書館の形や床面積の状況に応 じなが ら 「読書センタ
ー」と 「学習情報センター」の各 コーナーに分けられ るとよい。

(2)払 い出 し廃 棄

データが古いなど資料と して価値がない資料、修理が不可能などの図書資料を 「学校図書館図書

廃棄規準」(全 国学校図書館協議会/1993)な どを参考にして払い出す。

(3)日 本 十進 分 類 法(NDC)を 基 本 と した配 架

図書は基本的には入 り口から時計回 りに日本十進分類法

(NDC)を 基本に配架す る。
・国語辞典、漢字辞典はブック トラックなど専用の書架を

準備 し、児童 ・生徒が利用 しやす くかっ教室にも運びや

すいようにしてお く.そ の学年に応 じた国語、漢字辞典

を教室の近 くに置くとよい。
・各教科や総合的な学習によく利用 される本は、期限をつ

嚢
鑛

購
纏
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ス

テ

ツ
プ

2

ス

テ

ッ
プ

3

けて コー ナ ー を 設 け る な ど工 夫 す る 。

(例)「 昆 虫」、 「野 菜 の 栽 培 」、 「米 」、 「川 」、 「世 界 の あ そ び 」

迷 宮 か ら の 脱 出(分 か りやす い表示の工夫)

(D館 内全 体 の見 取 り図

どこにどの分類の本を配架 しているかイラス トな どを取 り入れ児童 ・生徒に親 しみやす く掲示 し

たり、プ リン トにしたりする。

(2)分 か りや す い書 架 案 内

自分のカで本を探 しやすくするため児童 ・生徒の

発達段階に応 じて日本十進分類法(NDC)は 分

か りやすい言葉で見やすく表示す る。書架にも

書籍のケースなどを利用 して表示すると一層分

か りやすい。

(例)0総 記… 調べ る本

4自 然科学… 算数、理科、星、

植物、動物な ど

7芸 術 ・体育…芸術、図工、音楽、

体育など

8言 語…ことば、辞典など

自然科学
(し琶んかが く)

、、智な 娼 智智
5つuく5e麹竃

4850足 魯 曽

自顕《 こルら,う
ゆ の ぴ ぢりど ロ エ

羽 要 笠 、署.智,4ST髄.讃 鷲

a5騨 、冊.美 紬488Siう 餐亀

讐い`つ 醒にりうるいあ ゑ の 　 ほ ロ ロ

4?塙 く智49醤 拳枕 笥

頼 り に な る 学 校 図 書 館 へ

(1)蔵 書 ・資 料 の 充実
・図書館の実体を 「学校図書館メデ ィア規準」(文部科学省 ・全国学校図書館協議会)に 照合 し把握する。
・「基本図書目録」(全 国学校図書館協議会)な どを参照 し、計画的にバランスの とれた魅力ある蔵書

構成を行う。

(2)検 索 の工夫
・「ことがらカー ド目録」

調べるための資料探 しには、書名や著者名ではなく 「手話」について 「川の汚れ」についてなど 「こ

とがら」を手がか りに見付けよ うとする場合が多い。そのため 「ことが らカー ド目録」(件名 目録)

を整備す る。
・「単元別図書参考目録」(児 童 ・生徒、教職員のための教材 ・情報)

各教科を単元別に参考資料 リス トを紹介 した もので、学習す る単元に応 じて教師、児童 ・生徒が活

用することのできる資料を目録化す る,
・書誌データベースの活用

各 自治体単位に蔵書のデー タベース化が進めば公共図書館、各小中学校、都立学校の資料を検索し

活用す ることができる。

③ 図書館ボランティア との連携

以上の整備のための3ス テ ップには労力が必要 となる。現状 では校内の協力体制や 図書館

ボランテ ィア との連携 で児童 ・生徒が利用 しやす く、頼 りにされ る学校図書館 をっ くりあげ

る必要がある。

ボ ランティア との連携 については、学校 として図書館整備の どの分野でどんな仕事を して

も らうかをはっき りさせ、司書教諭や学校 図書館主任が リー ダー シップをとる。

④ 公共図書館、他校の学校図書館 との連携

教科学習、総合的な学習での資料活用のために、以前か ら多 くの区市町村で公共図書館 と

学校図書館 との連携 を図ってい る。形態は様 々で、ファクシ ミリや電話で申 し込む と貸 し出

し配送 してくれる ところもあるが、学校の担当者が直接出向き貸 し出 しや返却 を行 う場合 も

ある。文部科学省のすす める 「学校 図書館 資源共有型モデル地域事業」が 目指す システム実

現のためには、先に述べ た 「学校 図書館活用委員会」 を活用す るなど学校 での組織的取 り組

みが必要 となる。
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2B分 科会 読書の習慣化につながる活動の工夫

(1)分 科会テーマ設定の理 由

習慣 的かつ意欲的に読書 に取 り組む児童 ・生徒を育て る指導 を考える上でまず課題 となるの

は、個人差の問題 である。読書 は個人の活動であ り、進んで本 を読む児童 ・生徒 と読まない児

童 ・生徒の差 は学年が進む につれ て広が る傾 向がある。また、個人の読書習慣 には様 々な違 い

がある。その中で 自発的 に読書に取 り組む児童 ・生徒は、次か ら次へ と読書の幅が広がってい

くが、一方、 自発的に読書 に取 り組 まない児童 ・生徒は、なかなか読 書活動が広 がっていかな

い と考 えられ る。

そこで、必要 となって くるのが、一人読み(こ こでの 「一人読み」 とは、児童 ・生徒が 自発

的に本 を手に取 り読む こととす る)の 実態や傾向 をつかみ、それ を踏 まえての読書の習慣化 を

図 る指導である。児童 ・生徒の読書の実態や傾向をつかむ ことで、個々に応 じての指導方法 が

見えて くると考 えられ る。実態や傾向 をつかんだ上で、読書習慣 を身に付けるための きっか け

を どの ようなタイ ミングで行 うのが効果的か、また興味 ・関心 を持続 す るのに どのよ うな方 法

・手段があるのか を研 究実践す る必要があ ると考える,そ こで、児童 ・生徒の読書の習慣化 を

図 り、一人読み ので きる児童 ・生徒 を育成す るために上記の分科会の研究主題 を設定 した。

本分科会の研究 では、個 々の児童 ・生徒 の興味 ・関心を基に読書に親 しむ態度 を育成 し、読

書習慣の形成のための手だて を重点的 に研究 した。

(2)研 究内容 と方法

読書の習慣化の研究をす る上で、児童 ・生徒の読書の実態や傾 向、また、現在 の読書習慣 や

意識 を知 るために 「読書 に関す る意識調査」 を行なった。 それ を分析 した結果、児童 ・生徒が

様 々な意識をもって読書 を していることがわかった。それ を受 けて児童 ・生徒の個 々に応 じて

本 を自発的に読み 、習慣化す るための手だてを研究 した。

意識調査から読書習慣が身に付 く時期は、小学校3年 生以降 に 「よく読む よ うになった」 と

の回答 が急激に増 えて いる。(図2,16ペ ー ジ)、 また、本 を読 まな い理 由で多か ったのが

「お もしろいと思 う本がない」 「時間がかか る」である。(図5,17ペ ー ジ)

この ことか ら、一人読みの始まる小学校3年 生以降に、読書意欲 を高める活動 をす ることで

本 のお もしろさを伝 え、さ らに時間の確保 な どの 日常の読 書活動 を支 える活動の取 り組みに よ

って、読書の習慣化 にっなげ られ ると考えた。 さらに、読 書意欲 を高 めるきっか けと して、教

師が短時間で多様 な本 を紹介す るブック トー クに着 目した。特に、朝読書の時間等の短い読書

指導 の時間でも手軽 にできる 「ミニブ ック トーク」(表3)を 研究 した。 目常生活 の中で、無

理 なく本の紹介ができ、様々な本 を1回 に複数冊紹介できるブ ック トー クの要素 を活 かす こと

で児童 ・生徒 も教師 も手軽に本 を楽 しめ、本に対す る興味 、関心を高 め られる と考えた。

興味 ・関心が高まった ところで、その本 について伝 える場の設 定、いつで も本 を手に取れ る

環境の設定 、読書のための時 間の確 保な どの 「読書意欲 を高める活動」 「日常の読書 を支 える

活動」の 日常的な取 り組み を繰 り返す ことにより、読書の習慣 化が図れ ると考 え、実践授 業で

検証 を した。
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概 念図(読 書の習慣化 につなが る概念 図)

読書の習慣化
(意 欲 的 な 一 人 読 み)

読 書 意 欲 を

高 め る活 動

き っ か け づ く り

・ ブ ッ ク トー ク

〔ミニ ブ ック トー ク)
・ 本 の 紹 介

・読 み 聞 か せ

な ど

伝 え合 う活動

・児 童 ・生 徒 同 士 の

本 の 紹 介
・読 書 会

・読 書 郵 便*

な ど

個

に

応

じ

た

き

つ
か

け

作

り

誘 書の質の蕩 ま ク
謎書 の婿の広.がク

ブ ッ ク トー ク

ミニ ブ ッ ク トー ク

個

に

応

じ
た
読

書

の
支

援

読 書 の習 慣 化

(意 欲 的 な 一 人 読 み)の サ イ クル

ろ っ と 読 み た い

本 っ で お も 乙 ろ い

伝 え合 い
読書 意欲 を

高 め る活動

ブ ッ ク トー ク

ミ ニ ブ ッ ク トー ク

きっか け作 り

読書意 欲 を

高め る活 動

読書の習慣化

日常 の読 書

を支 え る活 動

時 間の確保

・朝 読 書

・日 常 の 中 で の 時 間

の 確 保

な ど

・
動

さ

序

ろ

、
ひ

乙

さ

た

も

し

え

お

楽

伝

環 境 作 り

時 間 の 確 保

日常 の読書

を支 える活 動

お6乙 ろ そ ラ

楽 しそ ラ

読 ん で み た ρ1

環 境 づ く り

・掲 示 の 工 夫

・学 級 文 庫 の 充 実

・本 の 紹 介 カ ー ド

の 掲 示

な ど

読 書 意 欲 を 高 め る

活 動 例

・読 み 聞 か せ

・ス トー リー テ リ ン グ

・パ ネ ル シ ア タ ー

・ペ ー プ サ ー ト

・ス ピー チ ・紙 芝 居

・劇 化 ・読 書 ク イ ズ

・ア ニ マ シ オ ン

・読 書 カ ー ド

・本 のCM*2

・読 書 新 聞

・読 書 感 想 文

・家 庭 読 書*3

*1読 書 郵 便

自 分 が 読 ん だ 本 の 紹 介 を 手 紙 に

に し て 友 だ ち な ど と 交 換 す る 手

法 。(実 証 事 例3参 照)

*2本 のCM

本 の 紹 介 の 一 例 。CM(コ マ ー

シ ャ ル)の よ う に 絵 と メ ッセ ー

ジ を カ ー ドに か い て 紹 介 す る 手

法 。(実 証 事 例4参 照)

*3家 庭 読 書
一 冊 の 本 を 保 護 者 と子 ど も で そ

れ ぞ れ に 読 み 、 感 想 を 交 換 し交

流 す る 手 法(実 証 事 例3参 照)
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(3)読 書習慣に関す る意識調査

調査対象 都内公 立小学校5・6年 生485名 都内公立中学校2年 生381名

人

人

人

人

人

人

人

人

0

0

0

0

0

0

0

τ0

0

ρ0

0

5

0

rD

3

3

ハ∠

2

1

1

口小学校 ■中学校1

ウ どちら

とも言えな

い

小学映

宇掌較

図1あ なたは自分からすすんで本を読むほうですか。

「 「 …
ウ 小学校3・4小 学

年5・6年

人

ロア 小学校 に

入る前

■イ 小学校1・

2年

ロウ 小学校3・

4年

ロエ 小学校5・
6年

圏オ 中学校

目力 おぼえて

いない

図2よ く読 む ように なったの は 、い つごろです か 。

扁 、 小学校

好きになった
本の種類 中学校

今、好きな本

小学校

中学校

ロ物語

■歴史読み物

ロ図鑑

ロ科学読み物

■伝記
1ロその他

図3そ のころ好きになった本の種類(上 二段)

人

今 、好きな本(下 二 段)

力 保護者に義
んでもらった

オ 新聞やテレ

ビやラジオ

2S

/
/
i

ウ 家族から

9N

ア 図書室
や図害館
46%

一
図4-1小 学 校

ク 先生から

O覧

キ 図書館の

人から

IS

力 保護者に読
んでもらった

ケ 先生に読ん
でもらった

/
工 新聞やテレ

ビやラジ才

ア 書店
43%

イ 図書室
や図書館

コ その他

6%

ウ 友達から

11%

好きになった本をどのようにして見付けましたか。 図4-2中 学 校
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一
図5-1小 学校 本を読まないのはなぜ。 図5-2中 学校

ア 文字を読むのがいや イ 本は読むのに時間がかかる ウ おもしろいと思う本がない

エ どんな本があるのか知らない オ 場所に行くのがめんどう カ その他

図6-1小 学枝 どうしたらもっと本を読むようになると思いますか。 図6-2中 学校

ア おもしろい本と出会えば イ 読むための時間があれば ウ 楽しいということがわかれば

工 得をすることがわかれば オ 友だちから薦められれば 力 親から薦められれば

キ 先生から薦められれば ク その他

考察

このア ンケー トは、本 を よく読む よ うになった きっかけを調 べ るもので ある。 自分の読

書歴 を客観的に振 り返る ことがで きる と考 え、対象学年 は小学5・6年 生 と中学2年 生 に

した。

図1「 自分か らすす んで本 を読むか」 の問 いに対 して小学校、 中学校 ともに 「どち ら

とも言 えない」が 「いいえ」 を上回 った。 この こ とか ら、教師の働 きか けによって、 自ら

進 んで本 を読む よ うに児童 ・生 徒 を導 くこ とが できると考え られ る。

図2読 書習慣が身 に付いた時期 を尋 ねた問いに対 して 、小学校 ・中学校 ともに小学3

年生以 降で 「よく読む よ うになった」 との回答が急激 に増えてい る。 これ は、 この程度 の

学年 に進級す る と文字があ る程度 読 めるよ うになって、読む ことので きる本が急激 に増 え

るこ とが理 由 と考 えられ る。

図3よ く読む本の種類 を二つ の時期 に分 けて尋ねた もの である。 よ く読む よ うにな っ

たころ、及 び現在 とも 「物語」 の回答が圧倒的 に多い。 この こ とか ら読書習慣が身 に付 い

て くる と、ス トー リー性 を もつ もの に児童 ・生徒はひかれて い くと考 え られ る。

図4読 書習慣が身 に付 くきっかけ となった本を見付 けた様子 を尋 ねる と、小学生 と中

学校2年 生でその順位 は逆転 して いる ものの、約7割 の児童 ・生徒が 「図書室か図書館 」

または 「書店」で本 を見付 けてい る。意欲的 に読む本 は、自 ら足 を運 んで手 に入れてい る

様子 が うかがえる。

図5・ 図6図5で は、本 を読 ま ない理 由にお いて個人差が見 られ たが 、小学校 ・中学

校 ともに 「本 は読む のに時間がかか る」 「文字 を読むのがいや」 「お もしろい と思 う本が

ない」が多い ことが分か る。 図6か らは小学校 ・中学校 ともに、本 を読む ためには 「お も

しろい本 と出会 えば」 「読むため の時間があれ ば」が多い こ とが分かる。 このこ とか ら、

お もしろい本 と出会 い、 さらに読む ための時間があれ ば意欲的 な読書 が一層進 む と考 えら

れ る。

以上の ことか ら児童 ・生徒が読書 活動 を習慣 化す るためには、小学校 中学年 を対象 に、

「お も しろい本」 「興味 ・関心 をひ く本 」を個 に応 じて提示す る ことが効果的であること

が分か る。
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表1ミ ニ ブ ック トー ク

「ミニ ブ ッ ク トー ク」 と は 、 短 時 間 で 比 較 的 少 な い 冊 数 で お こ な うブ ッ ク トー ク で 、 児 童 ・生 徒 の 本 へ の 興 味 ・関 心 を 高 め る 手 法 で あ る 。

r

L

「ミニ ブ ッ ク トー ク 」 の 手 法

①15～20分 な ど短 時 間 で 本 を紹 介 す る ブ ッ ク トー クで あ る.

② 紹 介 す る本 は 、 発 達 段 階 や 集 団 の 実 態 に 合 わ せ た 冊 数 で お こ な う。(3～8冊)

③ 本 の 選 択 は 、 ブ ッ ク トー ク 同 様 テ ー マ を 決 め い くつ か の ジ ャ ン ル か ら幅 広 く選 び 、 偏 ら な い よ うに す る。

④ 紹 介 後 、 木 を 読 む 時 間 を 確 保 す る 、、 時 間 が とれ な い場 合 は 、 生 活 の 中 で ⊥ 夫 し、 日常 的 に 支 援 を お こ な う。

、

ノ

1

騙

1

第1段 階 第2段 階 第3段 階 第4段 階
(小 学 校1・2年) (小 学 校3・4年) (小 学 校5・6年) (中 学 校)

昔話や童話 などの読み聞かせを 読んだ内容に関連 した他 の文章 読 書 発 表 会 を 行 う こ と、 自分 の 課 目的や意図に応 じて的確に読み
ねらい 聞 く こ と、 絵 や 写 真 な ど を 見 て を 読 む こ と 、 疑 問 に 思 っ た こ と 題を解決するために図鑑や事典な 取る能力や読書に親 しむ態度 を

想 像 を 膨 ら ま せ な が ら読 む こ と 、 などについて関係のある図書資 どを活用して必要な情報を読むこ 育 て る よ うに す る。 そ の 際 、 広

(学習指導 自分の読み たい本を探 して読む 料 を 探 して 読 む こ と。 と 。 く言語文化についての関心を深
要 領 よ り) こ と 。 め る よ う に した り、 日常 生 活 に

おける読書活動が活発に行われ
る よ うに した りす る こ と。

本 へ の 興 味 ・関 心 が 高 い 。 絵 本 読 書の広が りが見られ る時期で 自分の好 きな本のジャンルや作者 自分 自身の読書の型が確立 して
児 童 ・生 徒 が中心だが字が読めるようにな あ る 。 ま た 、 一 人 読 み の 始 ま る が 確 立 され て く る時 期 で あ る。 読 く る 。 読 書 の 習 慣 化 が 身 に 付 き

の実態 る と 、 幼 年 の 読 み 物 に 移 行 して 時 期 で も あ る 。 き っ か け が あ れ 書 の 広 が り だ け で な く 、深 ま り も 自発的に読書をおこな う生徒も
い く。 読 み 聞 か せ を好 み 、 一・冊 ば 本 を よ く読 む よ う に な る の も 観 られ て く る.読 書 に 関 す る 意 識 出 て く る 一 方 、 時 間 の な さや め
の 本 を 、 最 後 ま で 閲 き た が る 。 こ の 時 期 で あ る。 幅 広 い ジ ャ ン や 個 人 差 も広 が る 。 ん ど う く さ さか ら本 か ら遠 ざか

ル の 本 を 読 む 。 る 生 徒 も出 て 、 個 人 差 が さ ら に

広 が る。

絵 本 の 読 み 聞 か せ を 中 心 に 、 幅 広 い ジ ャ ン ル か ら の 本 の 選 択 お も し ろ さ ・楽 し さ と と も に 考 え 幅広 い分野から、生徒や集団に
手法 10～15分 に3～4冊 の 紹 介 を お こ な い 、10～20分 に3 や知識が深まる本との出会いも 合 っ た 本 を 選 ぶ 。15～20分

が 効 果 的 で あ る 。 ～6冊 の 本 の 紹 介 が 望 ま しい 。 必 要 。 に3～8冊 ぐ ら い の 紹 介 が 良 い 。
10～20分 に3～8冊 程 度 が 良

い。

身近な ものや 日常親 しみやすい 第1段 階 の テ ー マ に 併 せ 、 抽 象 さ らに 、 道 徳 的 な テ ー マ や 国 際 的 生 き 方 に 関 わ る テ ー マ な ど も入
テ ー マ テ ー マ ロ 的 な テ ー マ も入 っ て く る。 なテ ー マ な ど も あ る. っ て く る

一 例 動 物(犬 ・猫 ・猿 な ど) まほ う 季節 家族 命 友情 冒険 平和 世界の国々
と もだ ち き ょ うだ い 仲 間 き ょ う り ゅ う スポ ー ツ 時(時 間) 戦争 宇宙 旅 色
食べ物 きのみ さか さ ま こ わ い みち 川 など
あそび 虫 な ど な ど な ど

*こ の 表 は 、 児章 ・生 徒 の 実 櫨 を お お ま か に4段 階 に 分 け 、 そ れ に 応 じた 「ミニ ブ ッ ク ト… ク 」 の 手 法 を 例 示 した も の で あ る。

学 年 ま た は そ の 集 団 の 段 階 に 応 じ た ミニ ブ ッ ク トー ク を 行 う と 効 果 的 で あ る 、 上 記 の 表 の 児 童 ・生 徒 の 実 態 に 関 し て は 、 「読 書 に 関 す る 意 識 調 査 」 や 研 究 員 そ の

他 の 教 員 か ら の 児 蟻 ・生 徒 の 実 態 を整 理 した もの で あ る。



(4)実 証授業

①

②

③

単元名 「お もしろい本 を しょうかい します」(国 語科 小学校第3学 年)

単元の 目標

[国語科]・ テーマ にそ った読み物 に興味 をもって読む。

[読書活動コ ・本に出会 う機会を通 して 、本に興味を もつ。

・自分が読み 、興味を持 った本の 中か ら、紹介 したい本を選ぶ。

・友だち と交流す ることによって、読書 の幅 を広げる。

評価規準

[国語科〕

関 心 ・意 欲 ・態 度 ・テ ー マ に そ っ た 読 み 物 に 興 味 を も ち 、 読 も う と して い る、

読む能力 ・テ ーマ にそ った読 み物 を探 し、読書 の幅 を広 げて読 んでい る。

話 す ・聞 く能力 ・伝 え たい ことを選び 、 自分 の考 えが分 か るよ うに筋 道 を立 てて 、相

手や 目的 に応 じた適切 な言葉 遣い で話す。

言語 にお ける知識 ・理解 ・技能 ・そ の場の状 況や 目的 に応 じた適切 な音量や速 さで話す。

[読書活動]・ 紹介 したい本 を、進 んで選んでい る。

・本のお もしろ さを工夫 して伝 えよ うとしてい る。

・本のお もしろさを感 じ、いろい ろな本 を意欲的に読 もうとしてい る。

④ 本分科会の研究テーマ との関連

意識調査の結果か ら、 自ら本を手に取 り読んでみ ようとい う意欲 につ なが るよ うな、多 く

の本 に出会 う機会をつ くる必要がある。「本に出会 うきっか け作 り」として 、教師 によるブ ッ

ク トー クか ら、子 どもが 自分で選 んだ本 を紹介 し合 う活動へ と広げる流れ の中で、読書に親

しませ 、読書意欲を支える活動 を 日常的 に取 り入れてい くこ とが 、意欲的 な一人読みにつな

がる と考え、本単元 を設 定 した。

⑤ 単元の指導計画(5時 間扱 い)

・ブ ッ ク トー ク を闇 く。

・本 を選 ん で 読 む 。

・3～4人 の グル ープ を作 る。

・紹介す る本や場 面を選ぶ。

・紹 介す る方法 を考え る。

・発 表 の ため の 準 備 を す る。

・練 習 す る。

・グ ル ー プ に 分 か れ て 練 習 す

る 。

・半 数 の グル ー プ が 発 表 し、半

数 の グル ー プ が 聞 く。

○指導事項と教師の支援

O意 欲 的 な読 書の きっか けとなる よ うなブ ッ ク トー クのテ ーマを選ぶ=

○個 に対応す る よ うにい ろい ろな ジャンル の本 を選ぶ よ うにす る、

○朝読 書や 給食の待 ち時 間に読む ことがで きる よ うにす る。

◎ 進ん で本 を選ん でい る。

○本 を紹介す る方 法を、 これ まで体験 した読 書活動 を も とに、方法を選 ばせ る。

◎ 自分 が紹 介 した い本 を選ん でい る。 本の魅 力 を伝 え る効果的方法 を考えてい る。

○ 自分が紹 介 したい場 面を適切 に選 ぶ ことでお も しろ さが伝わ ることを助言す る。

◎本 のお も しろ さを伝 え るた めの工夫 を してい る。(本 の 紹 介カー ド・新聞 作 り ・

紙 芝居 ・人形劇 ・ペ ープサー ト・クイ ズ ・本の帯 作 りな ど)

○聞 い てい る友 だ ちが 、その本 を読 みた くなる よ うな 工夫 をす るよ う助言す る。

◎本 の魅 力を伝 え よ うとしてい る。

O友 だ ちの発表 を開 き、読んでみ た くな った本 は、感想 カー ドに印を付 け、感 想を

記録 す る。
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本

時

・そ の 後 、感 想 を カ ー ドに 記 入

し、 感 想 を発 表 す る。

・4グ ル ー プ が 発 表 し、4グ ル

ー プ が 聞 く。

・1グ ルー プ が 発 表 した ら 、感

想 カ ー ドを 記 入 す る.

・感 想 を 発 表 す る。

・紹 介 され た 本 の 中 か ら興 味 を

もっ た 本 を 選 読 む。

⑥ 指導の実際1

◎友 だ ちの紹 介 して くれ た本を知 り、 自分 で も意欲的 に読 もうと してい る。

O発 表 した児 童の本や作品 を掲 示 して 常に 見た り、手 に とって読んだ りで きる よ う

にす る。

○本の お も しろさが伝わ るよ うに工夫 す る ことを確認 す る。

◎ 本 のお も しろ さを 工夫 して伝 えよ うと してい る。

0本 へ の興味 の広 が った児童 の感想 を取 り上げ 、今 後の読書活動 が意欲的 に行 え る

よ うな言葉 がけをす る。

◎ 本の お も しろさを感 じ、意欲 的に読 も うとして いる。

○発表 した児童 の本や作品 を掲 示 して 常に 見た り、手 に とって読 ん だ りで きる よ う

にす る。

(1時 間 目/5時 間中)

紹介する本

一ー

饗
轟
■
■

騨
r
望

眠h
犠

F
聖

雷

r7

『化け猫 レス トラン』

怪談 レス トラン編集委 員会 ・責任編 集

松谷み よ子 か と うくみ こ絵 竜心社

『ノラネ コの研究』

伊澤 雅子 作 編音館 書店

『タンゲ くん』

片 山 健 作 福 音館書店

『魔女 の こね こゴプ リー ノ』

アー シュ ラ・ウイ リア ムズ 作 福音館 書店

『イヌ のいいぶん、ネ コのい いわけ』

なかの ひろみ 福 音館書 店

『家 の中では とばない で』

ベ ティ ・ブ ロック 作 徳 間書店

『聴 導犬 ・美 音が くれ た もの』

松本 江理 作 ハー ト出版

紹介の実際

ぼ くお ばけ(指 人 形 お ばけ)

私 もお ばけ お れ もお ばけ

ぼ くもお ばけだ よ お い らもお ば けです よ

「ドロン」

・み な さん は、長 い夏休み に 「お ば け」 に会 った人はい ます か.近 くに 、こ

んなお ばじがい るか、 「ば ・け ・ね ・こ」,「化け猫 レス トラン」(素 話)

・今 日は、「犬それ と もね こ」 とい うテーマ でブ ック トー クを します。

・みな さん の家 の近 くに もノラネ コが い ません か。そん な ノラネ コの こ とを

研 究 した人がい ます。(ポ イ ン ト紹介)※ 地図

・あ る 日、 こんな ね こがや って来 た ら、みな さん は、 ど うしますか。(全 文

読み聞 かせ後 、 クイ ズ)

・魔女 のね こに生 まれ て、魔 法 も使 え るの に、家 ね こにな りたかっ たね こ も

い るん ですよ。(部 分紹 介)※ 人形

・ね この本ばか りだ と思 って いる人 もい ます よね
,次 の本 は、犬の本 で もあ

ります.(部 分 紹介 ・ペ ープサ ー ト)

・手の ひ らに乗 るくらい小 さな犬が いた ら、楽 しいですね。次のお話 は 、た

った10セ ンチ しかない 犬が出 て くるお 話です。(あ らす じ)※ 指人 形

・みな さん は、盲導 犬を知 ってい ます か。 目の見 えない人のお手伝 い を して

いる犬ですね。耳の聞 こえない 人のお手伝 い を してい る犬 のこ とを聴 導 犬

と言 い ます.美 音 は、赤 ちゃん を育て るお 手伝い を した犬なん です よ。(わ

ん マン タイム ズ紹介)

・読ん でみ たい本は、あ りま したか。 他に も、犬やね こが 出て くる本が た く

さんあ ります。み なさん も、犬や ね こが 出て くる本 を読 んでお も しろ か っ
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た本 をお友 だ ちに も紹 介 してみ ま しょう。どん な方法 で紹介す る と、友だ

ちが読み た くな るで しょ うか.工 夫 して紹介 してみ ま しょ う。

⑦ 指導 の実際2(5時 間 目/5時 間中 展開35分)

活動内容

・活 動の めあて と活動 全体の流れ を知 る。

1おも しろか った 本を しょ うかい します1

・そ れぞれ の本の紹介 と発表 をす る。

・4グ ルー プが紹介 し、4グ ル ープが 聞 く。

・1グ ループが 発表 し、感想 カー ドに記 入す る。

・感 想 を発表す る.

・今 回 の活動 で紹介 された 本の 中か ら、興味 を も

った本 を選 んで読む。

○指導上の留意点 ◎評価

○学習 の流れ を確認 す る。

○本 のお もしろ さが伝わ る よ うに工夫す る ことを確認す る。

○本 のお も しろい ところが伝 わる よ うに、 工夫 した ところを活か して

発表 させ る。

○発 表が終 わった ら、紹介 した本 と作品 を一カ所に展示 で きる よ うに

してお く,

◎本 のお も しろ さを工夫 して伝 え よ うとしてい る。

○聞 く児童 は、感 想 カー ドに印 をつ け、感想 をメモ する。

○本 への興喋 の広が った児 童の感 想 を取 り上 げる ようにす る。

◎本 のお もしろ さを感 じ、意欲的 に読 もう としてい る。

⑧ 考 察

工 夫

① ブ ック トー クと読書時間を結 び付けて授業展 開 を行った。

②様 々な方法 を選択で きるよ うな工夫を して 、自分の選 んだ本 を紹介 させた。

児童の活動の状況

①ブ ック トー クを聞いて興味 をもった本 をす ぐ手に取 ることができた、

②児童の記録 か ら

「他の作者の本 を紹介 して あったので よかった。」

「クイズがお も しろいので読んでみ たくなった。」 「どんな答えだ ろ う。」

「ペープサー トが楽 しくて 、今す ぐ読みた くなった。」

③ 『読んだ人か ら』は、本 を読 む とす ぐに感想 を書いて紹介 して くれた人に届 けていた。こ

の活動も効果的であった。

考 察

①紹介 された本をす ぐに読 めるよ うに複数 冊用意 したことや ブ ック トー クの後 に読む時間

を確保 したことは、ブ ック トー クで芽生 えた読書意欲 をふ くらませ るのに有効であった。

② 子 どもが 自分で選んだ本 を紹介 し合 う活動に広げ、紹介 され た本 を読んだ児童は、感想

を手紙 に書いて渡す よ うに した。その ことで、児童相互の読書交流 も生まれ 、読書の幅

を広 げるきっかけにもな り、読書の習慣化 につなが っていった。
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(5)実 言正事例

始業前の読書の時間(朝 読書)は 、読書の時問 を確保 し読書活動 を充実 させ るために効果が

ある と考える。また、読書意欲 を高める活動 として、朝読書の時間の 「ミニブ ック トー ク」、読

んだ本の面白さを伝 え合 う交流活動 「家庭読書」 「本のCM」 を実施 した。

① 日常の読書 を支え る活動

ア 始業前の読書(中 学校)

(ア)活 動のね らい

・読書時間の確保

・読書習慣の形成

・読書 を意欲的な ものにす ること

(イ)活 動内容の実際

鷲
「

i

■ 陰!

・毎朝8時30分 か ら10分 間、全校一斉に読む。(毎 朝読む、みんなで読む)

・読む本はマ ンガ、雑誌以外の好きな本を各自で用意す る。(好 きな本を読 む)

・読書感想文 を書 くことは求めない。簡単なメモは残 してお く。(読 む ことに集 中する)

② 読書意欲 を高める活動

ア 「朝読書の時間 を利用 した ミニブ ック トー ク ・韓国 ブックフェア」

(特 別活動 中学校第1学 年)

(ア)活 動のね らい

・ 個人の興味 ・関心に合わせ て 自ら本 を選び読書 に親 しむ きっかけを作 る
。

・ 「朝読書」の時間を利用 し
、落ち着 いて本 と向き合 える時閉を確保す る。

・ 生徒同士で本のおも しろ さを伝 え合 うことに より、次の読書意欲を高めていく。

)イ

a

(

b

C

活動内容 と実際

公共図書館 との連携 … 東京都 立多摩図書館 でま とめ られ た中学生向きブ ック リス ト

を基に、本 を選択 した。(公 共図書館の団体貸 し出 しによ り約50冊 用意 した。)

展示方法の工夫 … 「韓国ブ ックフェア」 と名付けて、オープンスペースに本の表紙

が見えるよ うな展示 を行 った。ペ ッ トボ トルを利用 した本立てを作 り、壁面 と机に本 を

紘 うきつ醗 り_朝 読_野 に教師による 馨=羅 璽 ㍉
ミニ ブ ック トー クを行 う。

ミニブ ック トー クの流 れ テ ーマ:「 もっ と知 ろ う、韓 国 」

1韓国 の 昔調(5分)… 絵 本 の読 み 聞かせ(1冊)

↓

1韓国 と日本 の生活文化 について1(5分)… 写真の活用 を しつつ、韓国 と1ヨ本の文化

↓ 的な類似点や生活習慣 の相違点の紹介(2冊)

匪 国 と日本 の歴史1(5分)… 韓 国 と日本の歴史について馨かれた中学生向けの本の

紹 介(21冊)
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d読 書時間の確保 … 本の展示期 間の約3週 間は、本 を手に取 ってその場で 自由に読め

るよ うにす る。朝読書の時間に教室 で読みたい生徒 は、貸 し出 し手続きを行 う。

e交 流活動 … 読み終 わった生徒は、コメン トを 「おすすめカー ド」 「クイズカー ド」を

記入する。友だ ちのカー ドを本の近 くに掲示す ることで 、読書への関心を高め、次の本

を選ぶためのきっかけ とした。 「ブ ックフェア」企画 の一環 と して、図書委員に よる韓

国民話の朗読を朝読書の時 間に2回 実施 した。

イ 読書郵便 ・家庭読書(国 語 小学校第1学 年)

(ア)活 動のね らい

・読んだ本の中で面白かった ところな ど、家の人に紹介 したい内容 を手紙 にす るため 、読 も

うとする気持 ちを高め る。

・家 の人に同 じ本 を読んで返事 を書いても らうことで、本の内

容 にふれ る会話を広 げる。

・本 の感想を発表 した り(手 紙 を読む) 、本を教室に置 いた りす る

こ とで、友達が読んだ本に興味を持 ち、本や読書に関心や意欲

を高め る。

(イ)活 動内容 の実際

・家の人か ら、本についての感想や体験談 ・児童に向けてのメ ッセー ジな ど多様な内容の返

事が返って きた。

・本の感想 を発表 し合 うことで 、友達が読んだ本に興味を持った。

・紹介 された本を教室に置 いてお くことで 、休み時間な ど本を手

に取 って読む児童の姿が見 られた。

ウ 「本のCM」(国 語 小学校 第4学 年)

(ア)活 動のね らい

・自分で本を選んだ り、読む本 の幅 を広 げた りす るための情報

を得 る機会 にす る。

・CMを 工夫 した り本を紹介 し合 った りす る中で、読書の楽 しさや 自分が薦 めた本を友達が

手にす ることの うれ しさを味 わわせ 、次 の読書への意欲 を高め る。

(イ)活 動内容の実際

・本の帯作 りや本 の紹介ポスター作 りを想 起 し、今回は より積極的に本 を宣伝 して、友達が

実際にその本 を読 んで くれ るよ うな紹介活動であるこ とを理解 して始めた。本 を選ぶ とき

には、ジャンルや 内容 に偏 りがないよ う幅広い図書の中か ら選ぶ よ うにさせ た。

・選んだ本の面白さを伝 えるための言葉や絵 、デザイ ンを工夫 して短いCMを 作 り、発表会

を行 った。 自分が紹介 した本 をみんなに読 んで もらいたい とい う気持 ちで 、とっておきの

1冊 を選ぶのにも、効果的な宣伝 をす るのにも熱心 に取 り組んだ。

・紹介 された本 を読んだ後には、感想カー ドを書いて紹介者 に手渡す ことで読書交流をす る

姿 も見 られた。
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皿 研究の成果と課題

1成 果

・到達段階に応 じた教材 を用 いることで、資料の活用法、再構成 、考察の方法 を身 に付け させ

ることができた。

・児童 ・生徒は興味のある事柄 をきっかけに、今回提案 した ワー クシー トを段階的に利用す る

ことによ り、発想や視野 を広げ るとともにテーマ を絞 り込 め られ るようになった。

・情報活用指導 により、図書館資料の活用法を知るこ とで、 ミニブ ック トー ク等の読書活動の

後で児童 ・生徒が選ぶ本の分野に広が りが見えつつ ある。

・日本十進分類法に基づいた配架を進 めるとともに、公共図書館 と連携 し、児童 ・生徒が より

適切な資料に出会 うことがで きるよ うになった。

・図書館にある本 を何 冊か 当た るよ う、個に応 じて助言するこ とに よ り、児童 ・生徒が 自ら検

討 し最適な本を探す こ とがで きるようになった。

・児童 ・生徒は、個々に助言 を与えることによって、多 くの資料の中か ら自分 の知 りたい こと

だけを選び取 り、適切な言葉 でま とめ ることができるようになった。

・児童 ・生徒が常に互 いに学び 合 う環境を作 り出す ことによ り、 自分以外の作品か らテーマの

取 り方 、資料のま とめ方を学 び、次へのステ ップとすることができた。

・教師が短時間で様 々な本 を紹 介できる ミニブ ック トー クに着 目し取 り組んだ結果、児童 ・生

徒は、進んで本を手 に取 り読 む機会が多 くなった。

・本の紹介活動や感想 カー ドの掲示 によ り、次に読みたい本 を選んで読書を始め る児童 ・生徒

が増 えた。 また、感想 カー ドの交流が現在 も続いている。

・お も しろい本に出会 った児童 ・生徒は、朝読書な ど日常 の読書を支 える活動の中で短時間で

も本 を読 も うとす る意欲 が見 られ 、読書習慣が身に付 きつっある様子が うかが えた。

・学習指導要領のね らいや児童 ・生徒の実態 と、 ミニブ ック トークの手法やテーマ とを関連 付

けることができた。

2課 題

・ブ ック トー クなど本 の紹介活動 を行 うた めに、ブ ック リス トの紹介や団体貸 し出 しなどの公

共図書館 との連携 を推 し進 めてい く必要がある。

・読書 の習慣化を図 るためには 、児童・生徒の変容 を把握 しなが ら継続的な取 り組み を してい く

必要がある。

・紹介 され た本や新 しい本 をす ぐ手に取れ るような読書活動の工夫や、環境整備 を してい く必

要が ある。

・朝読書や ミニブ ック トー クを行って児童 ・生徒の読書意欲 を維持 させ るためには、 自発的 な

読書時 間を持たせるよ う工夫す る必要がある。

・読書の楽 しさ、お もしろさを伝 える活動 を学級 内に とどめず 、学年そ して学校全体へ と広 げ

ていきたい,
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平成16年 度 教育研究員名簿(学 校図書館)

区市町村名 学 校 名 氏 名

品 川 区 宮 前 小 学 校 西 川 鏡 子

昭 島 市 東 小 学 校 太 田 哲 子
A

小 平 市 学 園 東 小 学 校 山 川 順 子
分

狛 江 市 狛 江 第 二 小 学 校 ○ 田 揚 江 里
科

東 久 留 米 市 小 山 小 学 校 武 井 織 香
△
五

目 黒 区 第 四 中 学 校 ◎ 堀 江 昌 枝

葛 飾 区 一 之 台 中 学 校 永 田 松 子

東 大 和 市 第 三 中 学 校 副 島 正 子

港 区 赤 坂 小 学 校 小 荒 井 真里子

荒 川 区 第 三 日 暮 里 小 学 校 ○ 浅 井 し の ぶ

B

練 馬 区 橋 戸 小 学 校 鈴 木 栄 都 子
分

足 立 区 鹿 浜 小 学 校 松 延 啓 子
科

江 戸 川 区 南 葛 西 第 二 小 学 校 郡 敦 子
ム
耳

荒 川 区 諏 訪 台 中 学 校 堀 加 奈 子

福 生 市 福 生 第 二 中 学 校 高 岡 雅 人

都 立 八 王 子 東 養 護 学 校 大 越 恵 仁
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